岩手県下塵肺症の疫学的研究 by 及川 公也
岩手県下塵肺症の疫学的研究
著者 及川 公也
号 262
発行年 1964
URL http://hdl.handle.net/10097/18127
 一撫瓢漏Il謡、
 ,
-
,
.
.
・
一
-
・
躬
t
P
で
口
程
丸
か
ト
。
の
}
溜
場
・
謬
癬
氏名
 授与学'位
学位授与年月日
 学位授与の根拠法規
最終学歴
学位論文題目
論文審査委員
 おいかわ熱や
及川公也
医学博士
 昭和31年12月9日
 学位規則第5条第2項
 昭和30年3月岩手医科大学卒業
 岩手県下塵肺症の疫学的研究
東北大学教授
東北大学教授
東北大学教授
 山形倣_
中村隆
赤崎兼義
 一45～
 ム
冊
一
三
口 文
内
容要
乙
日
 砦者は岩手県の5鉱山,5工場に於いて各種作業環境の粉塵発生状況むよび浮遊粉塵に関する
 調査を行ない,同時に岩手県にカける珪肺むよび珪肺結核の疫学的調査を行ない,次のよう左成
 績を得ている。
 まず第五編にむいては,岩手県下5鉱山の坑内外,紛よび5工場の各種作業場の粉塵濃度を調
 査したところ,鉱山坑内のサク岩作業,積込作業,製錬所の灰揚げ作業,築造作業沿よび工場の
 油煙かけ作業,ふき作業は労働省珪肺対策審議会の粉塵恕限度専門部会の決定した恕限度をはる.
 かに突破した高濃度発塵であり,珪肺発生の危険があることを認めている。
 次に第五編においては,岩手県下5鉱山の坑内外,齢よび5工場の各種作業環境にかける浮遊
 粉塵粒子の平均粒子の大きさを測定したところ,工場の粒子の方が大きく,また鉱山,工場の各
 種作業にかいては,珪肺発生に危険と、思われるてμ前後の粒子が浮遊粉塵の大多数を占め,'さら
 に粉塵粒度分布については,殆んどすぺての粒子が0.5μ以下を占め,対数値であらわすと,直
 線型指数分布を示すことを認ど・ている。
 また第皿編に赴いては,燐酸法により岩手県下5鉱山の坑内外35工場の各種作業場における
 浮遊蔚産量および遊離珪酸含有量を測定したところ,粉塵恕限度専門部委員会の決定した第2水
 準の発産量,あるいはそれ以上であウ,製錬所作業,H工場のふき作業はとくに第2水準以上の
 発産量であったが,堆積粉塵中の遊袴魅酸含有量は,坑内作業場,選鉱場では10～50%,製
 錬所,W鉱山サク岩作為H工場ふき作業では50%以上の高度で,浮遊粉塵中の遊離珪酸と比
 '較すると,約コ.5～2.5倍の遊離珪酸を含んでいることとを認めている。
 さらに第N編にむいては,岩手県下5鉱山坑内外分よび5工場各種作業場の粉塵粒子の形態は
 光学顕微鏡では1μ前後の粉塵粒子は円形にみえ,電子顕微鏡では,1μ前後は劈開面は鋭く,
 角の鋭い不正多角形であり,0.5μ以下は,角の鋭い比較的円形であるが,鉱山坑内外診よび鋳
 物工場の希μ前後の粉塵は,電子回折により明瞭な回折線を示し,粉塵は結晶性であり,珪藻土
 工場の粉塵は撃・回折線が認められず,粉塵は非晶性であることを認夢ている。
 な参第V編にかいては,岩手県下8事業揚の対象労働堵4.236名について3珪肺の疫学的調
 査を行なったところ,健康者3.276名(7Z5%),珪肺の疑いあるもの500名(ZO%),
 珪肺580名(で5.7%),珪肺結核50名(0.7%)・絶1吉核(1.9勇)に分類し得たが・岩
 手県下の珪肺発生は粉塵衛生上,低値を示す遊離珪酸によるもので,浮遊粉塵中の遊離珪酸量だ
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 けでなく,母岩,型砂,原土の性状,粉塵粒子の大きさ,形態等の因子が関与しており,また卑
 他鉱山で稼働した経験のあるもの(A群)冷よび同じ鉱山のみで稼働したもの(B群)について頴
 珪肺有所見者率,結核合併率,入坑時年令,検診時年令,稼働年数を調査した結果,A砂B群闘
 にむいて`ま,いずれも推計学的に有意の差を認めず,職歴を精選し,同じ事業場魯同じ職種で稼
 働したもの821名について,X線写真読影基準を→定にし働有所見者率を中心に。珪肺春型の
 速度指数壁進展指数,発現密度を調査した結果」いずれも全産業平均より低値を示したが,高度
 珪肺の速度指数,全珪肺の.進展指数は全産業平均より高い成績を認めている。
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 審査結果の要旨
 著者は岩手県の5鉱山,5工場に於いて各種作業壌境の粉塵発生状況かよび浮遊粉塵に関する
 調査を行左い,同時に岩手県にむける珪肺瀞よび珪肺結核の疫学的調査を行ない,次のような成
 績を得ている。
 本論文の第1編に器いては,岩手県下5鉱山の坑内外,かよぴ5工場の各種作業場の拐塵濃度
 を調査し,鉱山坑内のサク:岩作業,積込作業,製錬所の灰揚げ作業,築造作業むよび工場の油煙
 かけ作業』ぶき作業は労働省珪肺対策審議会の粉塵恕限専門部会の決定した恕限度をはるかに突
 破した高濃度発塵であり,珪肺発生の危険があることを認めている。
 本論文の第五編にむいては,岩手県下5鉱山の坑内外,むよび5工場の各種作業環境における
 浮遊粉塵粒子の平均粒子の大きさを測定し,工場の粒子の方が太きぐ,また鉱山,工場の各種作
 業にかいては,珪肺発生に危険と思われる1μ前後の'粒子炉浮遊粉塵の大多数を占め,さらに粉
 塵粒度分布については,殆んどすべての粒子が0.5μ以下を占め,対数値であらわすと,直線型
 指数分布を示すことを認めている。
 本論文の第血続においては,岩手県下5鉱山の坑内外,5工場の各種作業に赴ける浮遊粉塵畳
 むよび遊離珪酸含有量を燐酸法により測定し,粉塵恕限専門部委員会の決定した第2水準の発産
 量,あるいはそれ以上であり,製錬作業,H工場のふき作業はとくに第2水進以上の発産量であ
 ったが,職責粉塵中の遊離珪酸含有量は,坑内作業場,選鉱場では10～50%・製錬所・W鉱
 山サク岩作業,H工場ふき作業では50%以上の高度で,浮遊粉塵中の遊離珪酸と比較すると,
 約1.5～2.5倍の遊離珪酸を含んでいることを認めている。
 本論文の第Ψ編にお・いては,岩手県下5鉱山坑内外むよび5工場各種作業場の粉塵粒子の形態
 は光学顕顕微鏡では1μ前後の粉塵粒子は円形にみえ,電子顕微鏡では,1μ前後は劈開面は鋭
 く,角の鋭い不正多角形であり,0.5μ以下は,角の鋭い比較的円形であるが,鉱山坑内外かよ
 び鋳物工場の1μ前後の粉塵は,電子回折により明瞭な回折線を示し,粉塵は結晶性であり,珪
 藻土工場の粉塵は,園折線が認められず,粉塵は非晶性であるζとを認めている。
 本論文の第V編に於いては,岩手県下8事業場の対象労働者4,236名について,珪肺の疫学
 的調査を行左い,健康者5,276名(7Z3%),珪肺の疑いのあるもの500名(ZO%),珪
 肺58G名(1三7%),珪肺結核ろ0名(0.7%)・純結核(1.9%)に分類している。また
 岩手県下の珪肺発生は粉塵衛生上,低値を示す遊離珪酸によるもので,浮遊粉塵中の遊離珪酸量'
 だけでなく,母岩,型砂,原土の性状,粉塵粒子の大きさ,形態等の因子が関与していることを
 認めた。
 したがって本論文は学位を授与するに値するものと認む。
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